
小児用肺炎球菌ワクチンの受け方

・1回目を接種する年齢により、接種する回数が異なりますので注意してください。
◆生後2か月から7か月の前日までに1回目を接種する場合　合計4回（標準的な接種パターン）

◆生後7か月から1歳の前日までに1回目を接種する場合　合計3回

◆1歳から2歳の前日までに1回目を接種する場合　合計2回

◆2歳から5歳の前日までに1回目を接種する場合　合計1回

初回1回目 初回2回目 初回3回目 追加接種（4回目）

追加接種（3回目）

4週間以上 4週間以上 60日以上

1歳を過ぎてから接種
する。
標準期間は、1歳から
1歳3か月の間。

初回2回目及び初回3回目の接種は、2歳になった
場合は接種できません。また初回2回目の接種が1
歳を超えた場合は初回3回目の接種はできません。
ただし、どちらの場合も追加接種は受けることがで
きます。

初回1回目 初回2回目

4週間以上 60日以上

1歳を過ぎてから接種
する。

初回2回目の接種は、2歳になった場合は接種でき
ません。ただし、追加接種は受けることができます。

初回1回目

初回1回目のみ

初回2回目

60日以上


